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２月９日（月）七生支所は臨時休業になります

市
民
だ
れ
も
が
人
生
を
楽
し
み
な
が
ら
希
望
を

市
民
だ
れ
も
が
人
生
を
楽
し
み
な
が
ら
希
望
を

持
っ
て
生
き
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

持
っ
て
生
き
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

�

助
金
等
を
除
く
自
己
負
担
金
が　

万
３０

円
以
上
の
も
の
�
廊
下
の
拡
幅
�
階

段
の
勾
配
の
緩
和
�
浴
室
の
改
良
�

ト
イ
レ
の
改
良
�
手
す
り
の
取
り
付

け
�
床
の
段
差
解
消
�
引
き
戸
へ
の

取
り
替
え
�
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

／
減
額
さ
れ
る
期
間
と
税
額
…
工
事

が
完
了
し
た
年
の
翌
年
度
分
に
限

り
、
改
修
工
事
を
行
っ
た
家
屋
の
固

定
資
産
税
の
３
分
の
１
（　

平
方
�

１００

相
当
分
を
上
限
）
を
減
額
※
省
エ
ネ

改
修
軽
減
と
同
時
の
適
用
可
／
申
告

方
法
…
工
事
完
了
後
３
カ
月
以
内
に

申
告
書
（
市
役
所
１
階
資
産
税
課
に

あ
り
）
と
添
付
書
類
を
資
産
税
課
へ

■
耐
震
改
修
住
宅
に
対
す
る
家
屋
の

固
定
資
産
税
減
額
措
置

　

昭
和　

年
１
月
１
日
以
前
に
建
築

５７

さ
れ
た
住
宅
で
、
平
成　

年
１
月
１

１８

日
〜
平
成　

年　

月　

日
の
間
に
建

２７

１２

３１

築
基
準
法
に
基
づ
く
一
定
の
耐
震
改

修
工
事
を
行
い
、
次
の
要
件
を
満
た

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
に

市
民
の
期
待
が
高
ま
る
中
、
だ
れ
も

が
使
い
や
す
い
ま
ち
の
実
現
を
目
指

し
て
、
日
野
市
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
推
進
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
４
月
１
日
施
行
と

な
り
ま
す
。
条
例
で
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
建
築
物
等
施
設
や
施
設
間
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
を
誘
導
す
る
手

段
の
部
分
は
、
現
在
施
行
さ
れ
て
い

る
東
京
都
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

を
上
回
る
た
め
適
用
除
外
と
な
り
、

こ
の
条
例
に
一
本
化
さ
れ
ま
す
。

▼
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
ま
ち
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
〜
条
例
の
先

に
見
え
る
も
の
〜

　

２
月　

日
�
午
後
１
時
か
ら
／
市

２１

役
所
５
階　

会
議
室
※
直
接
会
場
へ

５０５

／
条
例
説
明
、
講
演
「
バ
リ
ア
フ
リ

 
■
交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ
と
共

済
」
に
加
入
を
！

　

こ
の
共
済
は
、
都
内
の
全
市
町
村

の
住
民
が
会
費
を
出
し
合
い
、
交
通

事
故
に
遭
っ
た

時
、
見
舞
金
（
下

表
参
照
）
を
受
け

ら
れ
る
助
け
合
い

の
制
度
で
す
。

　

期
間
…
４
月
１

日
〜
平
成　

年
３

２２

月　

日
／
市
に
住

３１
民
登
録
・
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る

方
対
象
／
前
年
か

ら
の
変
更
点
…
�

　

等
級
制
か
ら
６

１０等
級
制
に
�
３
等

級
か
ら
６
等
級
の

見
舞
金
及
び
見
舞
金
決
定
の
算
定
日

数
�
交
通
遺
児
年
金
額
が　

万
２
千

１０

円
に
増
額
※
遺
児
１
人
に
つ
き
�
バ

イ
ク
・
自
転
車
の
２
人
乗
り
で
の
事

故
（
排
気
量
や
年
齢
な
ど
法
令
で
認

め
ら
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
）
や
、

交
通
機
関
へ
の
乗
降
時
の
事
故
に

は
、
見
舞
金
は
支
払
わ
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。
２
月
２
日
�
か
ら
市
役
所

１
階
銀
行
派
出
窓
口
、
七
生
支
所
、

市
内
各
金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・

郵
便
局
を
除
く
）
へ
／
都
市
計
画
課

■
み
ん
な
で
つ
く
る
環
境
講
座
〜
ご

み
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
４

　

東
京
薬
科
大
学
里
山
復
元
サ
ー
ク

ル
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
企
画
し
た
環
境

講
座
で
す
。
小
学
生
を
中
心
に
、
ご

み
問
題
を
考
え
、
ご
み
減
量
学
習
発

表
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

２
月　

日
�
午
前
９
時　

分
〜　

１４

３０

１１

時　

分
／
市
役
所
５
階　

会
議
室

３０

５０５

　
（
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課
�　

・
０
４
４

５８１

４
）

■
「
し
尿
」
汲
み
取
り
の
有
料
化
を

実
施
し
ま
す

　

４
月
か
ら
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る

し
尿
の
汲
み
取
り
を
有
料
化
し
ま

す
。
対
象
は
、
下
水
道
供
用
開
始
か

ら
１
年
を
経
過
し
た
地
域
で
、
し
尿

汲
み
取
り
を
行
っ
て
い
る
世
帯
で
す

（
個
別
に
通
知
）。
費
用
は
１
回
１

千　

円
で
す
。

６００

　
（
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課
�　

・
０
４
４

５８１

４
）

 
■
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
伴

う
家
屋
の
固
定
資
産
税
減
額
措
置

　

高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
方
等
が
居

住
す
る
既
存
住
宅
で
、
平
成　

年
４

１９

月
１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日
に
、

２２

３１

一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を

行
っ
た
住
宅
は
、
申
告
に
よ
り
固
定

資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

居
住
者
の
要
件
…
�　

歳
以
上
の

６５

方
�
要
介
護
認
定
又
は
要
支
援
認
定

を
受
け
て
い
る
方
�
障
害
の
あ
る
方

／
家
屋
の
要
件
…
平
成　

年
１
月
１

１９

日
に
存
在
す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と
／

改
修
工
事
の
要
件
…
次
の
工
事
で
補

（広告）

●交通災害共済見舞金

加入コース（年額掛金）
交通災害の程度

（交通災害を受けた日から１
年以内）

等 級 Ｂコース
（５００円）
見舞金額

Ａコース
（１，０００円）
見舞金額

１５０万円３００万円死亡１等級

１００万円２００万円重度の後遺障害※注２等級

１６万円２５万円入院日数３０日以上の障害３等級

６万円９万円
入院日数１０日以上３０日未満
又は実治療日数３０日以上の
傷害

４等級

３万円５万円
実治療日数１０日以上３０日未
満の傷害

５等級

２万円３万円実治療日数１０日未満の傷害６等級

※その交通災害による障害が身体障害者福祉法施行規則別表第５号に
掲げる１～３級までの障害の状態に至ったときをいう。
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●バリアフリーとユニバーサルデザイン

●経過
・平成１９年３月…ユニバーサルデザイン推進条例検討
委員会設置（市民及び障害者団体、関連市民団体、
学識経験者等で構成）
・３～１２月…この間９回の委員会を開催　
・１２月…市長に提言書を提出　
・平成２０年２月…パブリックコメント実施（提言書）
　　　　　８月…パブリックコメント実施（条例案）
　　　　　１２月…平成２０年第４回定例市議会に上程
　　　　　１２月２４日…条例公布

�

これらを備えます。

●スパイラルアップ

評 価

実 施 改善・改修

計画・設計実 施

継
続
的
発
展

継
続
的
発
展

計画・設計

推進するためのしくみ

す
場
合
は
、
申
告
に
よ
り
一
定
期

間
、
家
屋
の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ

れ
ま
す
。

　

耐
震
改
修
の
要
件
…
�
現
行
の
耐

震
基
準
に
適
合
す
る
耐
震
改
修
�
耐

震
改
修
に
要
し
た
費
用
の
額
が
１
戸

あ
た
り　

万
円
以
上
／
減
額
さ
れ
る

３０

期
間
と
税
額
…
改
修
完
了
時
期
が
�

平
成　

年
３
月
ま
で
は
減
額
期
間
３

２１

年
度
分
、
税
額
の
２
分
の
１
�
平
成

　

〜　

年
は
減
額
期
間
２
年
度
分
、

２２

２４

税
額
の
２
分
の
１
�
平
成　

〜　

年

２５

２７

は
減
額
期
間
１
年
度
分
、
税
額
の
２

分
の
１
※
１
戸
あ
た
り　

平
方
�
相

１２０

当
分
ま
で
に
限
る
／
申
告
方
法
…
改

修
後
３
カ
月
以
内
に
検
査
機
関
な
ど

が
発
行
す
る
現
行
の
耐
震
基
準
に
適

合
し
た
工
事
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る

証
明
書
及
び
工
事
費
用
が
分
か
る
書

類
を
申
告
書
に
添
付
し
資
産
税
課
へ

■
熱
損
失
防
止
（
省
エ
ネ
）
改
修
に

対
す
る
家
屋
の
固
定
資
産
税
減
額
措

置
　

平
成　

年
４
月
〜
平
成　

年
３
月

２０

２２

　

日
の
間
に
、
一
定
の
熱
損
失
防
止

３１（
省
エ
ネ
）
改
修
工
事
を
行
っ
た
住

宅
は
、
申
告
に
よ
り
固
定
資
産
税
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
…
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

も
の
�
平
成　

年
１
月
１
日
以
前
に

２０

建
て
ら
れ
た
住
宅
（
賃
貸
を
除
く
）

�
省
エ
ネ
基
準
を
満
た
す
工
事
で
窓

の
改
修
工
事
及
び
そ
れ
と
併
せ
て
行

う
床
、
天
井
、
壁
（
外
気
等
と
接
す

る
部
分
に
限
る
）
の
断
熱
工
事
�
工

事
費
が　

万
円
以
上
／
減
額
さ
れ
る

３０

期
間
と
税
額
…
工
事
が
完
了
し
た
年

の
翌
年
度
分
に
限
り
、
改
修
工
事
を

行
っ
た
家
屋
の
固
定
資
産
税
額
の
３

分
の
１（　

平
方
�
相
当
分
を
上
限
）

１２０

を
減
額
※
新
築
軽
減
及
び
耐
震
改
修

軽
減
と
同
時
の
適
用
は
不
可
／
申
告

方
法
…
工
事
完
了
後
３
カ
月
以
内
に

「
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
証
明
書
」

及
び
工
事
費
用
が
分
か
る
書
類
を
申

告
書
に
添
付
し
資
産
税
課
へ

ー
か
ら
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
」、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
自
由

に
行
動
し
、
希
望
を
も
っ
て
生
き
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
」
…
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
秋
山
哲
男
氏（
首

都
大
学
東
京
教
授
）、
パ
ネ
リ
ス
ト
・

竹
宮
健
司
氏
（
首
都
大
学
東
京
准
教

授
）、
藤
田
博
文
氏
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
推
進
条
例
検
討
委
員
）、

橋
本
正
明
氏
（
京
王
電
鉄
�
）、
馬
場

弘
融
（
日
野
市
長
）（

都
市
計
画
課
）
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�「ユニバーサルデザイン」
　ノンステップバスといわれるも
のです。バスの床を低くし、すべ
ての人にとって、乗り降りしやす
いデザインになっています。
　また、車いすの方が利用する場
合は、スロープが出ます。

�「バリアフリー」
　リフトを使うことにより障壁
（バリア）となる段差を除去（フ
リー）することで車いすでの乗降
が可能となります。

　「すべての人のためのデザイン」を意味し、年齢や障
がいの有無などにかかわらず、最初からできるだけ多
くの人が利用可能であるようにデザインすることをい
います。

■建築物などの施設や、施設の間
の移動空間についてのユニバー
サルデザイン化の誘導手段
�不特定多数が利用する施設の整
備基準への適合努力義務
�上記のうち、一定の種類及び規
模の施設の新設又は改修に当た
っての届出義務、勧告・公表など

�可能な限り使いやすさを追
求していくサイクルをつく
ります。
�多様な人々の参画・意見の
取り入れと相互交流を促進
します。
�継続的発展プロセスを動か
すための体制を作ります。

●目的
　市、市民及び事業者の参画、連携、
協働のもとに、ユニバーサルデザイン
のまちづくりを推進するために必要な
事項を定めることにより、市民誰もが
自らの意思で自由に行動し、あらゆる
活動に参加し、人生を楽しみながら希
望を持って生きられる社会を築くこ
と。

●条例枠組み
手　段：建築物等施設や施設間のバリアフリー整備を誘導する手段
しくみ：ユニバーサルデザインのまちづくりを推進するための仕組み

手　段

日日日日日日日日日日日日日日日日
野野野野野野野野野野野野野野野野
市市市市市市市市市市市市市市市市
ユユユユユユユユユユユユユユユユ
ニニニニニニニニニニニニニニニニ
ババババババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ササササササササササササササササ
ルルルルルルルルルルルルルルルル
デデデデデデデデデデデデデデデデ
ザザザザザザザザザザザザザザザザ
イイイイイイイイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
推推推推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進進進進
条条条条条条条条条条条条条条条条
例例例例例例例例例例例例例例例例
がががががががががががががががが
制制制制制制制制制制制制制制制制
定定定定定定定定定定定定定定定定

日
野
市
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
条
例
が
制
定


